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　「
慈
眼
」
の
人
、

　
　
　
　
石
原
忍
博
士
　

　

常
円
寺
で
は
、
毎
年
「
一
新
会
」
と
い
う
会
が
施
主

の
法
要
を
勤
め
て
い
る
。

　

一
新
会
と
は
、
眼
科
医
で
あ
っ
た
石
原
忍
氏
を
か
こ

む
東
京
大
学
眼
科
同
窓
会
の
名
称
に
由
来
す
る
会
で
あ

り
、
氏
の
業
績
を
受
け
継
ぎ
、
眼
科
学
の
振
興
を
目
的

と
し
た
活
動
を
行
う
会
（
財
団
法
人
）
で
あ
る
。

　

○
軍
医
と
し
て

　

明
治
十
一
年
（
一
八
七
九
）、
東
京
麹
町
区
永
田
町

で
生
ま
れ
た
石
原
忍
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）

に
東
京
帝
国
大
学
医
科
に
入
学
す
る
。明
治
三
八
年（
一

九
〇
五
）
年
に
卒
業
後
、
軍
医
と
な
っ
た
。
軍
医
と
は
、

軍
隊
構
成
員
で
あ
る
医
師
の
こ
と
で
、
森
鴎
外
な
ど
が

有
名
で
あ
る
。
そ
の
時
の
第
一
志
望
は
外
科
、
第
二
志

望
が
眼
科
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
当
時
陸
軍
に
は
眼
科

医
が
お
ら
ず
、
石
原
は
こ
こ
で
徴
兵
検
査
に
必
要
な
視

力
や
色
覚
に
つ
い
て
開
拓
的
な
研
究
に
と
り
く
ん
だ
。

　

○
色
盲
検
査
表
の
発
明

　

石
原
は
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
年
か
ら
約
二

年
間
、
ド
イ
ツ
の
イ
エ
ナ
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
に
留
学
し
た
。
そ
の
後
、
軍
医
学
校
の
教
官
を

し
な
が
ら
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
医
学
博
士
の
学

位
を
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
、
そ
の
研
究
成
果
を

約
三
十
の
論
文
に
ま
と
め
て
い
る
。の
ち
に
石
原
は「
自

分
の
学
術
的
成
果
は
こ
の
数
年
間
に
出
来
た
」
と
回
顧

し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
石
原
の
名
を
髙
ら
し
め
た

の
は
色
覚
異
常
（
色
盲
）
の
研
究
で
、
大
正
三
年
（
一

九
一
四
）
陸
軍
省
か
ら
徴
兵
検
査
用
に
「
色
覚
異
常
検

査
表
」
が
依
頼
さ
れ
た
。
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
の

は
、「
ス
チ
ル
リ
ン
グ
表
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
日
頃
か
ら
そ
の
結
果
の
あ
や
ふ
や
さ
に
疑

問
を
抱
い
て
い
た
石
原
は
、
こ
の
表
を
参
考
に
、
健
常

者
と
色
覚
異
常
者
が
同
じ
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
違
う
字
を

読
み
取
れ
る
も
の
に
な
る
よ
う
に
出
来
る
も
の
を
工
夫

し
、
勤
務
の
合
間
の
日
曜
ご
と
に
自
ら
絵
筆
を
握
っ
て

第
一
、
二
、
三
表
と
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
。
印

刷
さ
れ
た
検
査
表
は
徴
兵
検
査
に
使
わ
れ
た
が
、
こ
の

表
は
、
我
々
が
今
現
在
、
誰
も
が
受
け
た
こ
と
の
あ
る

あ
の
色
盲
検
査
表
で
あ
る
。
こ
の「
万
国
色
盲
検
査
図
」

は
、
世
界
各
国
の
多
く
の
人
々
の
色
盲
検
査
に
も
使
わ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

○
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
し
て

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）、
石
原
は
、
東
京
帝
国

大
学
医
科
の
眼
科
学
教
室
の
主
任
教
授
に
選
ば
れ
た
。

こ
の
時
の
就
任
の
言
葉
は
「
大
学
の
使
命
は
研
究
で
あ

る
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
い
教
室
は
大
学
の
名
を
は
ず

か
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
日
常
患
者
の
診
療
も
研
究
態

度
を
も
っ
て
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

い
う
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
と
は
、ド
イ
ツ
語
で
労
作
、業
績
、

研
究
論
文
の
意
味
で
あ
る
。
石
原
に
は
「
日
本
の
医
学

は
ま
だ
幼
稚
な
段
階
に
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
に
は
研
究
の
設
備
を
充
実

し
て
、
大
い
に
業
績
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
の
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
直
ち
に
暗
室
、
研
究
室
、

図
書
室
の
大
改
革
を
行
い
、
公
私
の
区
別
を
明
ら
か
に

し
、
合
理
的
な
方
法
を
持
ち
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
毎
日

朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
教
授
室
に
と
ど
ま
り
研
究
を
続
け

た
石
原
の
姿
は
、
そ
れ
ま
で
自
由
で
規
律
の
乏
し
か
っ

た
医
局
の
空
気
を
一
変
さ
せ
た
と
い
う
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
就
任
か
ら
一
年
半
後
、

石
原
は
関
東
大
震
災
を
体
験
す
る
。
本
郷
の
火
事
が
眼

科
学
教
室
に
も
近
づ
い
て
き
た
中
、
図
書
や
顕
微
鏡
を

運
ん
で
避
難
さ
せ
た
り
、
患
者
や
職
員
の
食
糧
確
保
な

ど
に
尽
力
し
た
。
地
震
の
大
混
乱
の
中
、
軍
隊
生
活
で

学
び
、
身
に
つ
け
た
組
織
生
活
や
、
鍛
え
ら
れ
た
精
神

力
と
行
動
力
を
も
っ
て
フ
ル
に
働
い
た
と
い
う
。

　

○
戦
時
下
と
眼
科
研
究

　

石
原
の
持
論
の
一
つ
に
日
本
人
の
眼
は
西
洋
人
の
眼

よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
日
本
人
の

目
の
色
や
眼ま
ぶ
た瞼

の
特
徴
が
、
西
洋
人
と
違
う
こ
と
を
医

学
的
に
説
明
し
、
日
本
人
の
目
の
特
徴
で
あ
る
黒
い
色

の
目
が
眼
球
を
包
ん
で
余
計
な
光
を
さ
え
ぎ
る
点
、
ま

た
、
日
本
人
に
多
く
み
ら
れ
る
一
重
瞼
が
眼
球
の
保
護
、

保
温
か
ら
優
れ
て
い
る
点
か
ら
西
洋
人
の
眼
よ
り
も
す

ぐ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
学
問
的
な
持
論
は
、

特
に
後
者
に
お
い
て
は
、
や
や
国
粋
的
な
考
え
と
結
び

つ
い
て
、「
西
洋
か
ぶ
れ
」
で
せ
っ
か
く
の
一
重
瞼
を

手
術
に
よ
っ
て
二
重
に
す
る
な
ど
と
い
う
の
は
「
愚
の

骨
頂
」
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
、

戦
時
中
の
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
出
版
さ
れ
た

『
日
本
人
の
眼
』
の
冒
頭
で
石
原
は
、「
今
や
大
東
亜
戦

争
の
真
っ
最
中
で
あ
り
、
国
を
挙
げ
て
最
も
強
健
な
る

人
的
資
源
を
必
要
と
す
る
の
時
、
本
書
が
い
く
ぶ
ん
で

も
眼
の
保
健
に
役
立
っ
て
国
家
に
ご
奉
公
が
出
来
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
私
の
最
も
欣
幸
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と

の
べ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
と
も
か
く
、
当
時
の
日

本
の
状
況
下
で
、
い
か
に
自
ら
の
研
究
を
位
置
づ
け
て

い
く
か
と
い
う
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
た
か
が
伺
え
る
。

　

○
「
伊
豆
の
村
医
」
へ

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
に
終
戦
を
迎
え
る

と
、
翌
二
十
一
年
四
月
、
石
原
は
二
年
前
か
ら
就
い
て

い
た
前
橋
医
学
専
門
学
校
校
長
を
辞
し
、
伊
豆
の
河
津

に
移
っ
た
。
こ
の
地
は
東
京
帝
国
大
学
の
医
局
時
代
に

買
っ
て
あ
っ
た
別
荘
「
一
新
荘
」
の
建
つ
地
で
、
そ
こ

に
移
り
住
み
、
六
月
に
は
「
河
津
眼
科
医
院
」
を
開
業

す
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
「
一
新
会
」
の
名
は
こ
の
建

物
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

　

石
原
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
患
者
に
接
す
る
時
は
、
常
に

自
ら
を
病
気
と
な
り
た
る
場
合
を
思
い
、
患
者
に
同
情

し
て
親
切
に
取
り
扱
い
、
自
然
に
反
せ
ず
力
を
尽
し
、

ひ
た
す
ら
病
苦
を
軽
減
せ
ん
こ
と
を
心
掛
く
べ
し
」
で

あ
っ
た
。
河
津
で
の
日
々
は
、
診
療
時
間
の
制
限
な
く

来
る
も
の
は
す
べ
て
拒
ま
ず
患
者
の
苦
痛
を
和
ら
げ
、

病
気
を
治
す
こ
と
だ
け
に
全
力
を
注
い
だ
と
い
う
。
さ

ら
に
石
原
は
、
村
の
若
者
に
本
を
読
ま
せ
よ
う
と
、
東

京
の
自
宅
を
売
っ
て
元
の
村
役
場
を
買
い
取
り
、
私
設

図
書
館
を
つ
く
っ
た
。
ま
た
、
共
同
風
呂
に
温
泉
を
ひ

き
、
村
道
を
直
す
な
ど
、
地
域
の
文
化
と
生
活
の
向
上

に
も
私
財
を
な
げ
う
っ
て
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。

　

○
「
慈
眼
」
の
人

　

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
一
月
三
日
、
石
原
は

八
三
歳
に
て
没
す
る
。
晩
年
は
、
眼
科
研
究
と
と
も
に
、

日
本
人
に
近
視
眼
者
が
い
か
に
多
い
か
を
実
感
し
た
と

い
う
個
人
の
経
験
か
ら
、長
く
研
究
を
続
け
て
き
た「
新

国
字
」
構
想
を
ま
と
め
、「
石
原
式
新
カ
ナ
文
字
」
を

開
発
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
う
し
て
眼
科
医
と
い
う

立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
文
字
通
り
自
ら
の「
眼
」

を
以
て
み
て
き
た
石
原
に
は
「
慈
眼
院
殿
啓
心
日
忍
大

居
士
」
の
法
名
が
授
与
さ
れ
、
そ
の
遺
骨
は
常
円
寺
に

埋
葬
さ
れ
た
。 

連　

載

第
45
回

法
名
の
「
慈
眼
」
と
は
、『
観
音
経
』「
慈
眼
を
以
て

衆
生
を
視
る
」
の
経
文
か
ら
と
っ
た
語
で
あ
る
。




